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業務アプリケーション向け構造化プログラミング

パッケージ"UDDT”

Structured Programming Package for Business

Applications､､UDDT′′

構造化プログラミングは,ソフトウェアの品質及び生産性を向上する技法として,

有効であることが確認されている｡しかし,汎用言語COBOLを使って構造化プロ

グラミングを適用しようとすると,プログラム構造及び言語体系上,幾つか難点が

ある｡

そこで日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社では,日立製作所の協力を得

て,COBOL言語を用いて構造化プログラミングを容易に実現でき,かつプログラ

ムのドキュメンテーションの自動化を図るためのツール,UDDTを開発した｡

UDDTを適用した場合の事例評価で,従来に比べ生産性で約20%,品質で約50%

向_卜することを確認した｡

l】 緒 言

大規模ソフトウェアを開発するとき,70ログラムの複雑さ

をいかに低ざ成させるかということと,作成したプログラムの

理解を助けるための記録をいかに残しておくかが重要な問題

となってくる｡前者に対しては,構造化プログラミング1),ト

ップダウン設計2),複合設計3)などの技法が提案され,その成

果も報告されている｡後者に対しては,HIPO4)(Hierarchy

andInput Process Output)図,構造設計書などがある｡

しかし,構造化プログラミング,トップダウン設計などの技

法は,具体的手順の理解が難しく,実際面での適用が容易で

ない｡また,ドキュメントに対しては,手書きのため,プロ

グラムの佗正が必ずしも反映されず,プログラムとドキュメ

ントの不一致を'生じている｡日立ソフトウェアエンジニアリ

ング株式会社では,これらの問題を解ゴ央するツ【ルとして,

UDDT5)･6)(Unified Design and Documentation Tool)を

開発した｡

UDDTは,COBOL言語に対して構造化プログラミング

用の構文を追加するとともに,ドキュメントの自動作成によ

るプログラムとドキュメントの一体化を図り,COBOLを使

用した構造化プログラミングを答易に実現することによって,

ソフトウェアの品質と生産性の向上をねらったものである｡

なお,UDDTはVOS(VirtualStorage Operating Sys-

teIⅥ)2/VOS3のもとで使用することができ,昭和54年5月

以降,一般ユーザーに提供している｡

8 UDDTによる構造化プログラミング

2.1UDDTのトップダウン設計

構造化プログラミングは,プログラムの作成を上位レベル

から下位レベルへ段階的に機能の詳細化を行ない,その結果

を記述していくことである｡各段階では,できるだけ機能的

に閉じるように70ログラム構造を設定する｡その構造は,で

きるだけ分かりやすく,詳細化された機能間の論理の流れは,

明確である必要がある｡すなわち,人は一瞬のうちに,多く

の細部まで理解し記述することはできないので,このような
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段階的な詳細化が必要である｡そこで,UDDTでは,設計者

の能力や経験に依存せず,機能の詳細化を分かりやすく進め

ることができるように,疑似文を導入した｡また,ドキュメ

ントには,直観的な分かr)やすさを生かしたHIPO形式の図

形表現を採用した｡

機能の詳細化を実現するプログラム構造は,機能単位の構

成ができることが必要である｡COBOLのプログラム構造は,

一つのプログラムが複数のモジュールの集合で構成されると
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プログラム

図l UDDTによるプログラム構成 uDDT(∪巾fied Design and

Documentatjon Tool)を用いて作られるプログラムの構成を示している｡
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いう概念はなく,機能の詳細化を難しく している｡

UDDTでは,COBOLの構造に対して,論理的構成を実現

するために,COBOLの最も･某本的な単位であるセクション

に着目し,セクションの概念に代わるものとして,セグメン

トという概念を導人した｡セグメントは,UDDTのプログラ

ム構成の単位であり,COIiOL言語のセグメンテーション機

能をも暇収してし､る亡〕UDDTでのプログラム構成を図1に示

す｡

2.2 言語機能

構造化プログラミングに適した言語は,ブロック構造的記

述ができる言語である｡そのような言語で記述するプログラ

ムは,巻本制御構造といわれる連続,繰返L,選択の制御構

造をもち,制御の流れが連続したプログラムとなるため読み

やすく,かつポー質の高いプログラムとなる｡COBOLには言

語体系_卜,このような構j立を作成できる言語機能が少ないう

え,繰返L,条件及び分岐命令による論押構造の松雄さなど

によ1),制御の流れが不明確なプログラムになりやすいとい

う問是亘がある｡UDDTは,COBOLによる構造化プログラミ

ングを実現するために,以‾Fに述べるう了語機能をCOBOLに
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図2 UDDTの言語機能一覧 coBO+言語で構造化プログラミングを

実現可能とするために,UDDTが追加Lた言語機能を示Lている｡
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付加した｡その機能一覧を図2に示す｡

2.2.1 段階的記述機能

プログラムの作成で,その記述を段階的に詳細化する機能

として,DENOTE及びSEGMENTを設けている｡

(1)DENOTE

機能の詳細化の過程で,一時期詳細化ができない機能に対

して,段階的に詳細化することを明示する文で,自然吉吾で記

述する｡DENOTEの記述例を図3(a)に示す｡番号と自然語

で機能を記述したのが,DENOTEである｡

(2)SEGMENT

SEGMENTは,機能の一つの単位である｡DENOTEで記

述した機能を詳細化する｡SEGMENTの記述例を図3(b)に

示す｡図3(a)のDENOTEを詳細化している｡

2.2.2 制御構造記述機能

プログラムの制御をより明確化する言語機能として,IF,

DO,CASEの各文を設けた｡

(1)IF文

COBOL言語のIF文とは異なり,入れ子構造が記述でき

るようにLた｡

(2)DO文

COBOL言語の繰返しは,対象となる文を別のセクション

又は段落に記述していたが,制御の対象を列内に記述し,プ

ログラムが分かりやす〈なるようにした｡

(3)CASE文

UDDTでは,多重分岐の制御の流れを明確にするために

CASE文を設けた｡COBOL言語とCASE文による多重分

岐の記述の比較例を図4に示す｡

田 UDDTによるソフトウェア開発

UDDTによるプログラムの設計例を,図3(a)及び(b)に示

す｡

設計の開始は,DENOTEを用いて自然語で機能を記述す

る〔図3(a)〕｡機能は,番号を付けて記述する｡流れはプログ

ラムの)充れに沿っている｡次に,DENOTEを別のSEGMENT

として記述する〔図3(b)〕｡各DENOTEは,一つのSEGME･

NTを構成する｡DENOTEの番号と,SEGMENTの番号を

対応させる｡図3(b)のSEGMENTは,同図(a)のDENOTEの

1及び2に対応している｡SEGMENTの記述は,DENOTE

あるいはCOBOLコーディ ング,及びその手昆在で行なうこと

ができる｡機能の記述を詳細化しながら繰り返すと,構造化

プログラミングによる設計は終了し,同時にコーディングも

終了する｡

ソフトウェア開発過程でのUDDTの位置を表わしたのが区1

5である｡UDDTは,詳細設計以降,デバッグ完了まで適用

できる｡

【】 出力ドキュメント

出力ドキュメントは,基本的に詳細設計で作成するドキュ

メントに治っている｡このドキュメントは,プログラムと対

応しておI),プログラムの修正などに有効である｡UDDTの

出力ドキュメントは11椎類ある｡代表的なドキュメントを以

下に紹介する｡

(1)セグメント関連リスト

プログラムの構造を表わしたドキュメントである(図6)｡

(2)デ【タフローチャート

機能の詳細化した結果を編集けi力したドキュメントである

〔図3(a),(b)〕｡
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(b)セグメントIN-SAKUSElで定義したDENOTE文l,2を詳細化Lた例

ロDDT
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D】∃p玉】ⅣDエⅣG OⅣ Ⅹ

AA.

妨0VE A で0 臥

GO TO 邑呂､

BB.

招0VE C でO D.

GO で0 乞乞､

CC.

MOVE 耳 でO F.

00 でO Z乙.

Z乙.

MOV.E X ℡O Y一

CASE X OF

′′､1′′:MOVE
A でO B.

ノ名):MOVE C でO D.

′ノ5:ノ:MOVE
E でO F.

包ⅣDCASE.

姐0VE X TO Y-

図4 UDDTとCOBO+言語による多重分岐の記述例 UDDTの

CASE文とCOBOL言語のGOTO命令による多重分岐の召己述の比重較を示している｡

園3 UDDTによるプログラム

の設計例 設計の開始は,自然語

で機能の記述を行ない,次のステップ

で順次UDDT言言吾で記述する｡

l司 -UDDTの効果

UDDTの効果として,以下のことが期待できる｡

(1)COIiOL言語での構造化プログラミングの実現を容易に

行なえ,プログラム構造が明解な品質の良いプログラムが作

成できる｡

(2)手書きで作成していたドキュメントが計算機で自動的に

作成できる｡ドキュメントの保守が不必要となり,生産性が

向上できる｡

実際に通用した事例の結果について述べる｡表1は,約7k

ステップのプログラムを,UDpTとCOBOLで作成した結果

の比較である｡開発工数,計算機使用量及び品質が従来に比

べ向上しており,構造化プログラミングの効果が表われてい

るといえる｡費用はカードパンチ費が増加しているが,詳細
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設計要求定義

‡
基本設計

(機能)

暮
詳細設計と

コーティング

テストとデバッグ

一事

表≦
〆

∪[)DT

ドキュメント

修正データ

茫設計要求仕様車

帝

匡覇
l

バッチ

UDDT

プロセッサ

〆 暮
COBOL

コンパイラ

l実
行

プログラム

基本設計書

詳細設計書

コーディング
(UDDT設替
チャート)

ヽ

〕DDT

ライブラリ

図5 UDDTによるソフトウェア開発の;売れ

程でのUDDTの位置付けと手順を示している｡

ソフトウェア開発過

設計書が不要となることを考えると,負効果は吸収されると

いえる｡本事例での効果は,従来に比べ生産性で約20%,品

質で約50%の向上となり,開発費で約30%の向上となった｡

lヨ 結 首

UDDTは,COBOL言語の構造化向きでない面に対して,

論理構造の概念の導入及び言語機能の導入を行ない,COBOL

による構造化プログラミングを実現可能とした｡また同時に,

ドキュメントの自動化にきり,生産性の向上を実現した｡現

在,UDDTは業務用アプリケーションパッケージとして,一

般ユーザーに提供している｡

最後に,UDDTの開発に際し,御指導,御援助をいただい

た関係各位に対し,厚く謝意を表わす次第である｡
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図6 セグメント関連リスト プログラムの構造を,セグメント単位に

階層的に表現している｡

表l UDDTの効果 uDDT適用の結果得られる低減土を示している｡

比 重交 項 目
COBOL

の場合

UDDT

の場合
低減暮(%)

開発工数

(単位:人月)
9.3 7.3 2l

計算機使用土

(単位:時間)
40 35 13

品 質

(単位:不良件数/

l′000ステップ)

6 2.7 55

開発費

(単位:

l′000円)

作業 土 4′川0 2.900 29

カード

パンチ費
120 140 ー17

計算機費 4′000 3.500 13

4)HIPO:A new program documentation teehnique,IBM

(1974)

5)Y.Matsumoto,K.Yamano andI.Nakata:UDDT:A

practicaltechnique for structured programming and

documentation,3rd UJCC(1978)

6)山野紘一,松本良治:構造化プログラミング用パッケージ

UDDTについて-そのドキュメント手法-,情報処理学会,

ソフトウェア工学研究会(1979)




